

















































































































































































































































































































































くは「なほ」 。以下「なを」と掲出する） 」の歌に対する 真木柱」巻末の記述「物の音など調べ、なつかしきほどの拍子うち加へて遊ぶ、秋の夕のただならぬに」 （新全集三九八ページ）の計五例を引歌と認めている。この「真木柱」巻の記述を⑪として、①～⑪を吟味することにする。　
十一箇所のうち、 まず②は 『岷江入楚』 にのみある指摘であるが、 『源氏物語』 「葵」 巻で、 亡者が二三日は生き返ることがあることから、








④⑥⑧は、それぞれ「すか（す） 」 （④） 、 「つれなしがほ」 （⑥） 、 「ひとへに」 「恨み」 （⑧）という語が重なることから引用と捉えら
れたものであるが、重なる語（単語・文節）は一、 二語に限られ、とりたてて『義孝集』を意識したものとはいえない。　
⑨は「蜻蛉」巻で 「乳母は、なかなかものもおぼえで、ただ、 「いかさまにせむ いかさま せむ」とぞ言はれける。 」とあり、 「い





との「〳〵」を「せん」と読んで「 かさまにせんせんとぞいはれける」とした可能性も考えられ、 その場合、 異本紫明抄』 花屋抄』の指摘 引歌本文と更に重なることになる。　
⑩の例については、義孝が近衛府の上司（兵部卿宮致平親王）に彼の名を使われて愛人のところを訪ねられたことがあり、そのこと
をもって親王を責めるのが「あやしくも」の歌で、その出来事を、 源氏物語』 「浮舟」巻で匂宮が薫 装って浮舟に侵入する筋立てに引かれたとするものであ 。これを引用とする指摘は『一葉抄』 『湖月抄』のみであるが、実際 義孝 愛人に対し致平親王が匂宮のように浮舟への押し入り ような行為 行った は考えられず、遊び心 もったあ さつ程度 ものであったと思われ 義孝歌 「浮舟」巻の記事双方 間に言葉の重なりもないことから、引用とは考えない。　





③は「おぎのうは風」 「ただなら（ぬ） 」 「夕（ぐれ） 」という三語と重なり、 『源氏物語』では義孝歌を意識したものであると認めて
よいと考える。



















この『義孝集』四番歌は『和漢朗詠集』 （上 ・ 秋興）収載の歌でもある。 『源氏物語』が書かれ 当時、 より広く読まれ たのは『和

































































































10 。 」 と評するが、 その 「いらだたしさ」 の訴えの直截性を義孝歌上句が示している。一方 『源


























て忍び忍びにぬるる袖かな」 （一三一ページ）と詠むが、この空蝉の歌は、 『伊勢集』四四二番歌「うつせ の羽におくつゆの木がくれてしのびしの をそのまま作品内 利用 ており、右の⑤、①はその引用の形に繋がるものといえる。　























・大空の月だに宿にいるものを雲のよそ 過ぐる君かな（ 『元良親王御集』 ）
　『新編国歌大観』 を検索して確認すると、 本節
（1）に見た義孝歌 「秋はなを」 が 『和漢朗詠集』 に載せられているとはいえ、 「わするれど」 「よ
そへつつ」 の二首は 『源氏物語』 と同時代以前の他の作品に採られていない
12 ことから、 『源氏物語』 作者は当時 「義孝歌集」 として纏まっ
ていた歌集などから歌を引用した可能性が高い。 「わする ど」 よそへつつ」の歌が「義孝歌集」を参照していたとすると、 さきに『和漢朗詠集』からの引用の可能性を指摘した「秋はなを」歌も義孝の家集 見てのものだっ とも考えられる。　
義孝歌は純な情熱の吐露とストイックさが特徴といえる。⑤の「わ るれど」は若者の情熱の直接的吐露が目立つ。①は義孝の母上





























という義孝母君と義孝の贈答は、 三二 ・ 三三番の位置にあり、 他の 『源氏物語』 に引用された義孝歌同様同本の前半部にある。 『源氏物語』作者が参照した「義孝歌集」は現存家集より小規模なものであったとすると、 「よそへつゝ」歌が増補的に集の後ろに置かれた形の九州大学蔵本よりも、前半にその歌を置く正安本に近いものであったのかもしれない。また、巻末の義孝往生説話はその段階で付されていたことには疑問があり、 彼の夭亡をめぐる『義孝集』七五～七八番歌について、 田坂氏は それ以前と成立の次元を異にし『後拾遺集』成立前後の頃の付載と推測する
15 。 こうした本文を参照したものとして受容の実体を捉えなければならないところであろう。 ただし、 『源




















































伊井春樹氏『源氏物語引歌索引』 （昭和五二（一九七七） ・九、桜楓社） 。本索引では和歌の出典を示す際に『国歌大観』正続に拠っているが、本稿で出典として『藤原義孝集』歌を示す場合、 『私家集大成』所収本（九州大学細川文庫本を底本とする）の本文及び歌番号に従う。
２
　
本稿で『源氏物語』本文を引用する際も、 阿部秋生 ・ 秋山虔 ・ 今井源衛 ・ 鈴木日出男の各氏校注 ・ 訳新編日本古典文学全集『源氏物語』 （小学館）に拠る。
３
　




       釈前＝源氏釈（前田家蔵、 『源氏物語大成』所収）／奥＝奥入（ 『源氏物語大成』所収）／紫＝紫明抄（京都大学蔵、 『紫明抄河海抄』角川書店）／異＝異本紫明抄（宮内庁書陵部蔵・ノートルダム清心女子大学蔵、未刊国文古註釈大系、古典叢書）／古＝源氏物語古註（未刊国文古注釈大系）／河＝河海抄（ 『紫明抄河海抄』角川書店）／花＝花鳥余情（源氏物語古注集成『松永本花鳥余情』桜楓社）／弄＝弄花抄（源氏物語古注集成『弄花抄』桜楓社）／一＝一葉抄（源氏物語古注集成『一葉抄』桜楓社）／休＝休聞抄（源氏物語古注集成『休聞抄』桜楓社）／紹＝紹巴抄（翻刻平安文学資料稿『源氏物語紹巴抄』 ）／孟＝孟津抄（源氏物語古注集成『孟津抄』桜楓社）／屋＝ 屋抄（未刊国文学古注釈大系）／岷＝岷江入楚（源氏物語古注集成『岷江入楚』桜楓社）／湖＝湖月抄（ 増補源氏物語湖月抄』名著普及会）／引＝源氏物語引歌（宮内庁書陵部蔵）／拾＝源註拾遺（ 『契沖全 』岩波書店）／新＝源氏物語新釈（ 『賀茂真淵全集 続群書類従完成会）余＝ 注余滴（国書 行会叢書）／全＝日本古典全書源氏物語（朝日新聞社）／対＝対校源氏物語新釈（平凡社）／事＝源氏物語事典（ 「所引詩歌仏典」東京堂）／大＝日本古典文学大系源氏物語（岩波書店）／評＝源氏物語評釈（角川書店）／集＝日本古典文学全集源氏物語（小学館 大島＝大島本 影印本、角川 店）
５
　
池田亀鑑氏編『源氏物語事典下巻』 （昭和三五（一九六〇） ・三、東京堂出版）の「所引詩歌仏典」 。
６
　
鈴木日出男氏『源氏物語引歌総覧』 （平成二五（一九五〇） ・五、風間書房） 「源氏物語 歌索引」 。
７
　











12　「秋はなほ」の歌は『和漢朗詠集』及び鎌倉期説話集の『撰集抄』に義孝作としてあるが、 「わするれど」 「よそへつつ」の歌は『源氏物語』同時代までの他作品に採られず、わずかに「よそへつつ」 歌が『新古今和歌集』に見られるのみである。
13　
鈴木日出男氏「源氏物語の引歌について」 （ 『源氏物語引歌総覧』所収） 。
14　









拙論 「薫造型の方法―― 「宿木」 巻を中心に――」 （ 『源氏物語の創作過程の研究』 平成二六 （二〇一四） ・ 一〇、 新典社の第十七章） を参照いただきたい。
18　
また、 『大鏡』に、殿上の逍遙の際のこととして、
また、殿上の逍遥はべりし時、さらなり、こと人は皆、こころごころに狩装束めでたうせられたりけるに、この殿はいたう待たれたまひて、白き御衣どもに、香染の御狩衣、薄色の御指貫、いとはなやかならぬあはひにて、さし出でたまへ こそ、なかなかに心を尽くしたる人よりはいみじうおはしましけれ。つねの御ことなれば、法華経、御口につぶやきて、紫檀の数珠の、水精の装束したる、ひき隠して持ちひける御用意な の、優にこそおはしましけれ。 （一八〇～一八一ページ）
　　
とあり、それが次の「花宴」巻の源氏の姿に生かされているのではないかと推測されるところである。
御装ひなどひきつくろひたまひて、いたう暮るるほどに、待たれてぞ渡りたまふ。桜の唐の綺の御直衣、葡萄染の下襲、裾いと長く引 て、皆人は袍衣なるに、あざれたるおほきみ姿のなまめきたるにて、いつかれ入りたまへる御さま、げにいとことなり。花 にほひもけおされて、なかなかことざましになん。 （ 「花宴」巻三六四ページ）
　　　
右大臣の家の藤花の宴に招かれて出かけた際の源氏の装いは、しゃれた略装で、それがかえって源氏の優雅な美しさを引き立てることになった。
「待たれてぞ渡りたまふ」 は、 義孝が 「この殿はいたう待たれたまひて」 とあることと重なる。この宴の後源氏は朧月夜との再逢を果たすことになる。
－ 417 －
